
避難所での新型コロナウイルス感染症対策 

 

大雨による土砂災害や河川の氾濫などにより、ご自宅が危険な状況にあるときは、最寄りの避

難所などへ早めの避難を心がけましょう。 

町では、これまでの風水害時の避難所運営を見直し、新型コロナウイルス感染対策を講じた運

営を行います。 

住民のみなさまには、台風などが来る前から、次のことをお願いします。 

① 自分自身が、いつ、どこに避難するかを考えておきましょう。 

② 避難するときに持っていくものを準備しておきましょう。 

 

【避難所での感染を防ぐポイント】 

●手洗い、せきエチケット等の基本的な対策の徹底 

 ・ひんぱんに手洗いをしてください。特に手すりやドアといった共用部分に触れた時などは手

洗いしましょう。 

 ・マスクがある場合は持参のうえ正しく着用し、せきエチケット等の基本的な感染対策を徹底

しましょう。 

●十分な換気の実施、スペースの確保等 

 ・避難所では換気を心がけ、人との距離をとって感染を予防しましょう。 

 ・可能な限り密閉・密集・密接の「３密」を避けてください。 

 ・話をするときは、2メートルの距離を取り、マスクなどを着用しましょう。 

 

◎避難する場合持っていったほうが良い感染対策グッズ 

 ・ウエットティッシュ、アルコール消毒液 

 ・マスク 

 ・タオル、てぬぐい（マスク代わりに） 

 ・体温計 

 

【避難の検討】 

●親戚や友人の家等への避難の検討 

 ・避難所が過密状態になることを防ぐため、可能な場合は親戚や友人の家等への避難について

も検討しましょう。 

 ・感染者数が増加する中で、安全が十分確保できるのなら、避難所ではなく自宅内の２階など

安全な場所での避難（垂直避難）も検討しましょう。 

 

大規模地震など長期にわたる被害に備え、日頃から、カップラーメンや缶詰、レトルト食品、

水などを備蓄しておきましょう。 

 


